
印
度

古
典
修
辭
學
史
下

に
於
け
る
バ
ー

マ
ハ

(
大

類
)

印
度
古
典
修
辭
學
史

上
に
於
け

る
バ
ー

マ

ハ大

類

純

一
 
バ
ー

マ
ハ
 B
h
am
a
h
a
 の
横
顔

バ

ラ
タ

(B
h
ara
ta
:
 N
aty
a
s
a
s
t
r
a
)

以
後
、

組
織
化
さ
れ
た
修
僻

理
論
、

詩
文
學
批
評
を
古
奧
梵
交
學
に
樹
立
し
た
功
續

は
先
ず

バ
ー

マ
ハ
に
歸
せ
ら
れ

ね
ば
な
ら
な

い
が
、
彼

の
生
涯
、

年
代
、

環
境
、

學
派
的
立
場
等
を
覗
う
に
足

る
資

料
と
し
て
吾
人

に
與
え
ら
れ
て

い
る
も

の
は
、
彼

の
代
表
作
と
目
さ
れ
然

も
現
存
す

る
唯

一
の
著
作
た
る

「
カ
ー
ヴ

ィ
ヤ

・
ア
ラ

ン

カ

ー

ラ
」
K
a
v
y
a
-

(
1
)
 

(
2
)

la
m
k
a
r
a
 
(
以
下
 
K
A

と
省
略
す
)

の
み
で
あ

る
。

そ

の
名

の
由
來
す

る
所

及
び
作
品
中
か
ら
彼

が
極
め
て
謙

抑
な
人
格

の
持
主

で
あ

つ
た
事
が
知
ら
れ
、

又
こ

の
名

が
彼

の
秀
逸
な
才
能

の
輝
き

に
封

し
て
與

え
ら
れ
た
巷
間

の
俗

名
で

あ

つ
た
と
も
考

え
得
る
。
事
實
彼

は

K
A
の

総
末

に
彼

が
 R
a
k
r
ila
 G
o
m
in

の
子
な

る
事
を
述

べ
て
居
り

(
V
I
.
 64
)
、
こ
の
點

か
ら
彼

の
本
名
が
氏
族

名

(
3
)

G
o
m
in
 を
,冠
し
て
外

に
あ

つ
た
事
を
豫
想
せ
し
め
る
。

又
こ

の
 G
o
m
in
 を

(
4
)

G
o
sv
am
in
 と
の
連
關
形
に
於
て
理
解

さ
る

べ
き

で
あ
る

と
の
説
も
あ
り
、
種

々
異
論
を
含
む
が
、

父

の
名
を
廻

つ
て
彼

の
奉
ず
る
宗
教
を
詮
議
す
る
手
懸
り

と
し
交

々
推
測

が
試

み
ら
れ
た
。

(1)
 
M
.
T
.
 N
a
r
a
s
im
h
a
 I
e
n
g
a
r
:
 JR
A
S
,
 19
0
5
,
 pp
.
 53
5
-
45
。
父

の
名
 
R
a
k
rila
 は
 
R
ah
u
la
,
 
P
o
ta
la
,
 R
am
ila
 等

の
如
き
著
名
な
佛

教
徒

名

に
類
似

し
、
且

つ
 G
o
m
in
 は
佛
弟

子
の

一
人

の
名

た
る
事

か
ら
推
し
、

バ

ー

マ
ハ
は
佛
教
徒
な
り
と
す
る
。

(2)
 

K
.
 B
.
 P
a
th
a
k
:
 In
d
.
 A
n
t
.
,
 
1
9
1
2
,
 pp
.
 23
5
 ff
.
 
G
o
m
in
 は

G
o
sv
a
m
in
 
と

の
連
絡

は
無
く
“
p
u
j
y
a
”
(
尊
敬

す

べ

き
人
)
を

意
味

し

(
C
a
n
dra
v
y
ak
a
ra
n
a
 中

の
 
S
utra
 
の
“
g
o
m
i
n
 
p
u
j
y
e
”
を

典
據
論

證

と
す

る
。
IV
.
 2
,
 
1
44
;
 of
.
 
g
o
m
a
n
 
a
n
y
ah
)
、
R

a
k
r
i
l
a
 

が
佛
教
徒

で
あ

つ
た
事
を
主
張
。
尚
、

C
a
n
dra
 は
該

文
法
書

に
於

て
“
g
o
m
in
”
を
最
高
敬

稱

な
り
と
す

る
。

(3)
 
K
.
 P
.
 Trv
e
di
:
 
J
R
A
S
,
 19
0
8
,
 pp
.
 54
3
 ff
.
 Ie
n
g
a
r
 の
所
説
を

徹

底
的
に
分
析
、

批
判
し
、
駁
論
を
展
開
、

パ

ー

マ
ハ
を
バ

ラ
モ
ン
教
徒
な
り

と
主
張
。

又
佛
教
徒

た
る
事
を
證
左
す
る
側

の
他

の

一
つ
の
論
據
と
し

て
、
K
い

の
冒

頭

の
敬
僻

た
る
“
s
a
r
v
a
 
s
a
r
v
a
j
n
a
”
を

以

て
佛
陀
に
捧
げ
る
も

の
と
解
す
る

點

が
あ

る
が
、
K
rsn
m
m
a
ch
a
r
ia
r
 (
H
ist
.
 of
 C
l
.
 
S
k
t
.
 
L
it
.
,
 
M
a
dra
s
,

19
3
7
)
、
K
a
n
e
 (In
t
r
.
 to
 S
ah
ity
a
d
a
rp
a
n
a
,
 D
o
m
b
a
y
,
 

19
23
)
 等
多
く

の
反
駁

に
逢

い
、
特

に
 
K
a
n
e
 の
主
張
す
る
所
は
次

の
四

つ
に
要
約
さ

れ

る

が
、
彼

自
身

は
パ

ー

マ
ハ
の
宗
旨

に
關
し

て
は
明
確
な
結
論

を

下

し

て

い
な

い
。
-
(
1
)
作
者

の
宗
旨

は
作

品
内
容
か
ら
求
め
ら
る

べ
き
で
、

名
前

に
よ
り

左
右
さ
る

べ
き

で
は
な

い
。
(2)
兩

教
徒
が
千
年
も

の
間
共
存
し
て

い
た
時
代
に

あ

っ
て
は
、
兩
者

の
名
前

が
混
滑
し

て
も
怪
し
む
に
足
ら
ず
、

況
や
十

一
世
紀

以
前

に
ヴ

ィ
シ

ュ
ヌ
の
ア
ヴ

ァ
タ
ー
ラ

(權

化
)
と

し
て
佛
陀

が
認

め
ら
れ
る
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様

に
な

つ
て
は
尚
更

の
事

で
あ
る
。

こ
の
事

に
類
似

の
現
象
は
現
代
印
度

の
印

度
教
徒

と
同
教
徒

の
間
に
も

屡

ゝ
見

ら
れ
る
現
象

で
あ
る
。

(3)
K
A
中

に
は
佛

陀
、

佛
教
説
話
等
凡
そ
佛
教

的
な
事
象

の
叙
述

は
皆

無

で
あ
る
。

(4)
(1)

sa
r
v
a

は
單

に
“
s
a
r
v
a
s
m
a
i
 
h
i
t
a
”
を

意
味
す
る

の
み
で
、
A
m
a
ra
 に
よ
つ
て
も

佛
陀

の
名
稱
と
し
て
與
え
め
机
て
は
居
な

い
。

(2)

sa
rv
a
jn
a
 は
佛
陀
と
同
檬

(5
)

に

シ
ヴ

ァ
神

の
名
稱

で
も
あ

る
。

然

ら

ば
、

K
A

中

に
見

出

し

得

る

他

の
要

素

を

集

録

す

る

と
、

(1)
V
I
.
 16
,

1
7
:
 佛

教

徒

の
“
a
p
o
h
a
-
v
a
d
a
”
(a
n
y
a
p
o
ha
 
説

)

を

否

定
。

(2)
IV
.
 4
9
,

5
0
:
 ソ

ー

マ
酒
を

飲

ん

だ

王

の
事
蹟
。

(3)

用

例

中

に

多

く

の

バ

ラ

モ

ソ

教
諸

神
、

二
大
叙

事

詩

・
プ

ラ
ー

ナ
中

の
入

物
、

事

件

等

を

坂

材
。

II
.
 
4
1
:
 Y
a
d
u
-

p
ra
v
i
ra
,
 S
a
r
ng
a
;
 II
.
 55
:
 B
r
a
h
m
a
 
の
坐

蓮

天

地

創

造

物

語
;
 I
II
.
 5:

V
id
u
ra
,
 K
r
sn
a
 
(
c
f
.
 N
a
g
.
 Sa
str
y
:
 ib
id
.
 pp
.
 5
1～

2
,
 N
o
te
)
;
 II
I
.

7
:
 K
a
rn
a
,
 Pa
r
th
a
,
 S
a
ly
a
;
 I
II
.
 11
:
 R
a
m
a
 
の
森

林

運

世

い
III
.
 24
:

K
u
sm
a
y
ud
h
a
 (
=
K
a
m
a
)
,
 Sa
m
b
h
u
 (
=
S
iv
a
)
;
 III
.
 32
:
 R
am
a
 
と

sa
la
 
樹
;
 II
I
.
 
36
:
 V
i
sn
u
 
の
足
;
 
III
.
 
4
2
:
 プ

ラ

ー

ナ

の

一
節
;
 I
V
.
 2
1
:

此
等

の
諸
點
は
バ

ー

マ
ハ
が
バ
ラ

モ
ソ
教
徒

で
あ

つ
た
事

の
論
證
を
積
極
的

に
支
持
す

る
に
足
る
も

の
で
は
な
く
、

印
度
民
族
乃
至
篤
學
慣
識

の
士
に
共
通

の
謄
災
た
る
材
例
を
示
す

に
過
ぎ

ぬ
で
あ
ろ
う
が
、

然
も
尚
彼

が
佛
教
に
封
す

る
よ
り
多
く

の
知
識

と
關
心
を
バ

ラ
モ
シ

教
的
要
素

に
持

つ
て
い
た
事
を
窺
う

に
足
る
で
あ
ろ
う
ゆ
。

彼

の
生
地
は
未
詳

で
あ

る
が
、

そ

の
生
涯

の
多
く
を

カ

シ
ュ
ミ
ー
ル
地
方
で

過
し
た
事
に
今
日

の
定
説
を
見

て
い
る
。

そ

の
學
問
的
態
度

に
於

て
、
極
め
て

(
7
)

謙
虚
な
人
格
を
髣
髴
た
ら
し
め
、
先
人
の
業
蹟
の
大
略
を
摘
要
し
、
ア
ラ
ソ
カ

ー
ラ
を
列
擧
す
る
に
當
つ
て
は
餘
人
の
各
種
作
品
に
檢
討
を
加
え
て
篤
實
な
準

(
8
)

備
に
人
間
的
側

面

の

一
端
を
示
し
て

い
る
。

二
 
K
A
の

構

成
及
び
論
題

K
A

は
十
世
紀
餘

の
久
し
き
に
亘

つ
て
吾
人

の
視
界

か
ら
遮
斷
さ
れ
て

い
た

が
、
T
r
v
e
d
i
 が
そ

の
テ
ク

ス
ト
の
部

分
の
み

を

公
刊

し

て
以
來

(註

(1)
)
、

そ

の
聲

價
は
頓

み
に
昂
ま
り
、

古
典
修
辭
學
史
上

へ
の
地
位
を
確
立
す
る
に
到

つ
た
。

然
し
乍

ら
未
だ
完
全
な

M
S
を
得
る
に
到
ら
ず
、

決
定
的
原
典
批
判
を

經
た
 E
d
n
.
 の
公
刊
を
見
る
に
及
ん
で
も

い
な

い
。

(
9
)

そ

の
構

成
は
六
章

(
P
a
r
ic
c
h
e
d
a
)
、
四
百
頌
句
か
ら
成
立
、
韻
律
は

概
ね

s
lo
k
a
 (
各
章

の
最
終
句
及

び
引
用

の
詩
節
を
除
く
)
、
取
扱
う
五
大
主
題

の
各

々
に
含

ま
れ
る
頚
句
數

は
不
同

で
あ
る
。

印
度
古
典
修
辭
學

史
上
に
於

け
る
バ
ー

マ
ハ

(
大

類
)
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印
度
古
典
修
辭
學
史
上
に
於
け
る
バ
ー

マ
ハ

(
大

類
)

三
 
K
A

著
作

の
目
的

バ

ー

マ
ハ
は
修
辭

學
に
關
す

る
理
論
的

分
析
、

論
述
を

目
的

と

す

る

よ

り

も
、

寧
ろ
詩
作
上

の
技

法
に
於
け

る
實

用
的
教
本
と
し
て
役

立
て
る
事
を
念
願

と
し
て

K
A

を
著
し
た
も

の
の
如

く
、

各
種
 
a
la
m
k
a
ra
'
s
 
に
對
す

る
批
判

研
究
を
容
易
な
ら
し
め
ん
が
爲

の
啓
蒙
書

た
ら

し
む
事
に
本
來

の
意
圖

を
藏

し

て
い
た
様

で
あ
る
。

そ
の
推
測
を
首
肯
す

る
に
足
る
も

の
と
し
て
本
文
中

に
指

摘
し
得
る
も

の
が
少
く
な

い
。

(1)

「
こ
の
著
は
有
徳
諸
賢

へ
教
授
す
る
事
を
豫
定

し
て
、
有
能
な
詩
人
達

の

見
解

を
踏
査
し
、

更
に

カ
ー
ヴ
ィ

ヤ
の
も

っ
諸

性
格

を

あ

ま

ね

く

考
慮

し
た

後
に
編
ま

れ
た
も

の
で
あ
る
」

(
卷
末

V
I
.
 6
4)
。
(2)

「
立
派
な
詩
を
作
る
事

(19
)

(s
a
d
h
d
-k
a
v
y
a
 n
ib
a
n
d
h
a
n
a
m
)
は
、
d
h
a
r
na
,
 arth
a
,
 ka
m
a
,
 m
o
k
s
a

並

び

に
學

術

を

探

究

す

る

能
力

を

産

み
、

且

つ
又

敷
喜

と
名

聲

を

伴

う

も

の
で

あ

る
」

(I
.
 2)
。
(3)

詩

人

な

ら

ざ

る

人

々

の

(
ア

ラ

ン
カ

ー

ラ

・
)

シ

ャ

ー

ス

ト

ラ

へ
の
智

識

を
辛

錬

な

譬

喩

で
非

難

し
、

(
I
.
 3)
、
そ

の
誤

用

と

過

信

の
不

當

性

を

戒

め

る
。

(4)

「
如
何

な

る

雄

辮

の
才

智

も

適

正

な
作

詩

能

力

を

缺

け

ば
、

氣

品

な

き
富

貴
、

月

明

な

き

暗

夜

に
等

し

い
」

(I
.
 4)
。
(5)

詩

作

に
心

が

け

る

人

々
に
封

し
、

根

本

的

知

識

の
學

習

と

し

て
、

丈

法
・
韻

律

學
・
語

の
も

つ
表

裏

ご

重

の
性

質

・
語
義

・
傳

記

類

の
梗

概

・
巷
問

の
習

俗
・
論

理

擧
・
藝

術

へ
の
準
備

を
要

請

す

る
。

(I
.
 9)
。
(6)

引

續

き
、

P
a
ric
.
 1

の
冒

頭

に
於
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て
、
詩
の
呂
的
、

詩
人

の
資
質
等
に
就

て
上

記
の
諸
點

に
關
聯

し
て
種

々
補

足

的

に
述

べ
る
。
(7)

詩
作
に
當

り
、
入
念
な
熟
慮

を
重

ね

て
魅
力

に
富

む
適

切

至
當

な
語
句
を
配
列
す
る
事

の
不
可
缺
性
は
、

恰
も
花

冠
を
編

む
に
際

し
て
、

個

々
の
花

の
も

つ
美
と
芳

香

の
個
性

に
從

つ
て
取
捨

選
釋

の
別
を
わ
き
ま
え
適

材
適
所

に
配
合
す
る
に
相
似

た
ひ
と
す

る

(
I
.
 
6
9
)
。
(8)

P
a
ric
.
 
V
I
に
於
て

扱
う
措
辭

の
精
錬
嚴

運
は
、
懇
切
な
實
用
的
論
述
を
含

み
、
類
書

に
例
を
見

ぬ

特
色
で
あ

り
本
書

の
壓
卷
と
稱
し
得

る
。

四
 

ハ
ー
マ

ハ
斷
章

『
蜜
の
如
く
滑
ら
か
に
流

れ
る

「
カ
ー
ヴ

ィ
ヤ
ー
ダ

ル
シ
ャ
」
の

交
體

か
ら

す
れ
ば
、

詩
的
才
能

の
卓
越
性
と

い
う
榮
譽
は
バ
ー

マ
ハ
よ

り

遙

か

に
ダ

ン

デ

ィ
ン
の
方
に
與
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

尤
も
、

簡
潔
性
、

論
理

の
尖
鋭
、
概

念

の
明
析

と
い
う
點
に
於
て
は
バ
ー

マ
ハ
の
側
に
軍
配
が
擧
が
る
が
。
』
と

は
、

K
a
n
e
 (o
p
.
 
c
it
.
 
p
.
 
x
x
ii)
 に
よ
つ
て
放
た
れ
た
評
言
で
あ
る
が
、

一
應

の
核

心
を
衝

い
た
兩
者

の
對
比
評
價
と
し
て
認

め
つ
つ
も
衙
多
く

の
再
考
す
べ
き
餘

地
が
勘

く
な

い
。
兩
者
夫

々
の
交
體

に
も

つ
特
色
と
長
所
に
は
異
論
無

い
が
、

バ
ー

マ
ハ
の
作
中
隨

所
に
顯
著
に
躍
動
す
る
興
麗
な
詩
的
才
量
を
示
す
交
例
は

枚

擧
に
邊
な
く

(e
.
 g
.
 
I
.
 
1
3
,
 
5
1
;
 
I
I
.
 
5
5
,
 
8
3
,
 
94
;
 
I
II
.
 
2
1
;
 
V
I
.
 
1
～
3
)
、
就

中

V
I
.
 
1
～
3
に
於
て
文
法

の
基
本
的
重
要
性
を
叙
述
す
る
に
當

つ
て
の
、
大

海
の
譬
喩

の
描
寫

は
カ
ー
ヴ

ィ
ヤ

の
先
驕
者

(a
d
ik
a
v
i)

ヴ

ァ
ー
ル
ミ

ー
キ

の
ラ
ー

マ
ー
ヤ
ナ

(
V
.
 57
.
 
1
～
4
)

の
同

一
趣
向
を
髣
髴

た
ら
し
め
、
精
緻
な

る
秀
什

と
し
て
高

く
喧
傳

せ
ら
る
べ
き
光
彩
を
放
ち
、

一
斑
以

て
贅
言
を
要
せ

ざ
る
も

の
で
あ
る
。
唯

ゝ
バ

ー
マ

ハ
に
あ

つ
て
は
前
述
せ
る
如
く
、

著
述

の
主

眼
を
詩
作

の
實

用
的

見
地
に
豫

定
せ
る
爲
、

奇
想
天
外

に
及

ぶ
サ
ン

ス
ク
リ

ッ

ト
特
有

の
諮
調

の
極
致

を
騙
使
、

網
羅
し

て
交
例
を
展
開
せ

ん
と
意
圓
し
た
ダ

ソ
デ

ィ
ン
の
述
作

と
は
、
志
向

の
懸
隔
上
よ
り
多
大

の
相
違
を
結
果

し
た
事
は

免

れ
難

い
も

の
で
あ

る
。
a
la
m
k
a
ra
's
 の
定
義

に
對

し
、
用
例
を

以

て
例
示

せ
ん
と
す
る
叙
述
形
式
も

そ
の
獨
創
的
着
想
の
功
續
は
バ
ー

マ
ハ
に
歸
せ
ら
る

べ
く
、

P
a
nh
a
tt
i
 (K
a
v
y
a
la
m
k
a
r
a
-
s
a
r
a
s
a
a
g
r
a
h
a
 

o
f
 U
d
b
h
a
ta
,
 
I
n
tr
.
,

p
.
 
x
x
ii
;
 
N
o
te
s
,
 
p
.
 
6
)
は
、

ウ
ド
パ
タ

の
修
辭
學
史
上

の
位
置
を
推

稱
す
る

に
急
な
る
餘
り
、

「
改
良

と

い
う
事
は

ア
ラ
ン
カ
ー
ラ
に
關
す
る
想
念

に

あ

つ

て
も
亦
進
歩
し

て
い
た
。

バ
ー

マ
ハ
の
或
る
程
度
弛
續
し
た
叙
述
は
、

精
密
な

科
學
的
明
確
さ
に
よ

つ
て
置
き
代
え
ら
れ
た
。
…
…
解

明
さ
れ
た
論
題
を
仕
上

げ

る
方
案
と
し

て
、

そ
れ
を
實
例

に
よ

つ
て
蓬
成
せ
ん
と

試

み

た
。
」
、
「
實
例

が
厳

に
は
引
か
れ

て
い
る
。

何
故
な
ら
定
義

の
意
味
は
そ

の
適
應
性
が
實
例

に

よ
つ
て
説
明
さ
れ

ぬ
限
り
、

そ

の
適
切
な
把
握

は
困
難
で
あ
る
か
ら
。
」
と

迄
、

例
解
行
使

の
功
を

ウ
ド
バ

タ
の
創
意
に
歸
し
て
い
る
。

先
に
論
理
性
と
明
析
を

謳

わ
れ
し
バ

ー

マ
ハ
が
、
蝕

に
弛
緩
し
た
文
體

と
目
さ
れ
る
皮

肉

の
妙
も

さ
る

事
な

が
ら
、

ウ
ド
バ

タ
こ
そ
は
最
も
忠
實
に
バ
ー

マ
ハ
の
衣
鉢
を
繼
承
敷
衛
せ

る
後
繼
者

で
あ
り
、

そ
の
學
風

の
基
調
は
凡
て
バ

ー

マ
ハ
に
遡
る
事
に

よ
つ
て

の
み
理
解
、

闡
明

さ

れ

ね
ば

な

ら

ぬ
。
ウ
ド
バ
タ
の

K
a
v
y
a
l
.
 
s
a
ra
sa
m
g
.

中
に
、

バ
ー

マ
ハ
か
ら
直

接
に
 
a
la
m
k
a
r
a
'
s
 

の
定
義
を
借
用
し
、

同

一
の
表

現
語
句
を
繰
り
返
す
徹
底
性

の
多

ゝ
彩
見
さ
れ
る
事
を
看
過
す
る
事
は
許

さ
れ

な

い

(e
.
 g
.
 ra
sa
v
a
t
,
 
s
a
sa
m
d
e
h
a
,
 
s
g
h
o
k
t
i
,
 
a
p
a
h
n
u
t
i
,
 
u
tp
re
k
sa
,

y
a
th
As
a
m
k
h
y
a
,
 ap
ra
st
uta
p
r
a
s
a
m
sa
,
 pa
ry
a
y
o
k
ta
,
 a
k
s
e
p
a
,
 v
ib
,

h
a
v
a
n
a
,
 
v
iro
d
h
a
,
 
b
h
a
v
ik
a
.)
。

ウ
ド
バ

タ
が
、

散
逸
し
て
傳
わ
ら

ぬ
バ
ー

マ

ハ

へ
の
註
釋
書
 
B
h
a
m
a
ha
-

v
iv
a
ra
n
a
 を
書

い
た
事

は
諸
書

の
傳
う
る
所
で
、

又
ウ

ド

バ

タ

に

限

ら
ず

バ

ー

マ
ハ
は
 
A
n
a
n
d
a
v
a
rd
h
a
n
a
,
 
A
b
h
in
a
v
a
g
up
ta
,
 
V
a
m
a
n
a
,
 M
a
m
-

m
a
ta
,
 Ka
m
a
d
h
e
nu
,
 N
a
ra
y
a
n
a
 等

の
後
代
諸
家

か
ら
畏
敬
を
以

て
引
用

を
受
け
、

そ

の
文
體
が
平
滑
に
し
て
簡
潔
な
研
磨
を
經
、

修
辭

學
上

の
典
範
と

印
度
古
典
修

辭
學

史
上
に
於

け
る
バ
ー

マ
ハ

(
大

類
)
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印
度
古
典
修
辭
學

史
上
に
於

け
る
バ
ー

マ
ハ

(
大

類
)

(
25
)

擬

せ
ら

れ

た
事

を
物

語

る
。

就

中

ヴ

ァ
ー

マ
ナ

(K
a
v
y
a
la
m
k
a
ra
su
t
ra
v
r
tti)
は
、

メ

ー

マ
ハ
、へ
の
精

通

を
暗

合

せ

し

む

る

に

足

る
同

一
乃

至

類
似

の
詩

句

の
反

覆
、

登

用

が

少
く

な

い
。

e
.g
.
 up
a
m
a
,
 
K
A
 II
.
 3
0
:
 V
a
m
.
 IV
.
 2
.
 1

(
c
f
.
 Bh
a
r
ata
,
 XV
I
.

4
1
)
;
 a
t
i
s
a
y
a
v
a
n
 

a
rth
a
 (效

果
發

揚

の
た

め

の

“
含
蓄

”
)
,
 K
A
 
II
.
 50
:

V
a
m
.
 I
V
.
 2
.
 20
,
 21
;
 K
A
 
I
I
.
 46
:
 V
a
m
.
 IX
.
 2
.
 4
;
 K
A
 
I
I
.
 27
:

V
a
m
.
 V
.
 2
.
 38
 (
c
f
.
 A
b
h
in
a
v
ag
u
p
t
a
:
 L
o
c
a
n
a
,
 p
.
 4
0
;
 V
a
k
ro
k
-

t
i
j
i
v
ita
;
 J
a
y
a
m
a
n
g
a
l
a
:
 

B
h
a
t
ti
,
 X
.
 2
1
)
。

更

に
 
R
a
g
h
a
v
g
t
a
 (C
o
m
m
.
 o
n
 S
a
k
u
n
ta
la
)
 は

K
P
を

“
無
盡

の

寶

庫
”
(
a
k
a
r
a)
 と

讚

嘆

し
、

V
id
y
a
na
th
a
 (P
ra
ta
p
a
ru
d
r
ay
a
so
b
h
u
sa
n
a
)

亦

バ
ー

マ

ハ
に
對

し

古

代

の
師

表

(
a
ca
r
y
a
)

に

比
す

べ
き

讚

仰

を

捧

げ

る

に

及

ん

で

い

る

(
p
u
r
veb
h
y
o
 
b
h
a
m
a
h
a
d
ib
h
y
a
h
 
sa
d
a
r
a
m
 
v
i
hit
a
 a
n

ja
lih
)
。

前

述

せ

る
如

く
、

流

麗

巧

緻

な

る

大

海

の
譬

喩

を

以

て

開

幕

す

る
 
P
a
r
ic
.

IV

は
、

文

法

・
語

法

の
解

明

(
v
y
a
k
a
ra
n
a
)

の
根

源
的

重

要
性

を

力

説

し

た
も

の
に
外

な

ら

ず
、

滿

々
た
る

海

洋
、

渦

流
、

海

底

の
岩

床
、

遠

洋
、

航

行

す

る

般
舶

等

の
隱

喩

す

る

所
、

凡

て

は

“
文
法

の
大

海

”
を

踏

破

せ
ざ

る
限

り

“
言
語

の
寶

玉
”
は

到

底

掌

中

に
收

め
難

か
ら

ん
事

を

説

得

せ

る

も

の

で

あ

る
。

續

く

V
I
.
 
4
-
6
に
於

て
は

更

に
、
文

法

は

窮

極

に

於

て

自

己

の
文

法
體

系

を

確

立
す

べ
き

を

強

調
す

る

に
到

つ

て

い
る
。

然

も
、

パ

ー
ニ
ニ

文

法

の
傳

統

へ
の
歸

敬

を

以

て
同

章

を

結

ん

で

い
る

(V
I
.
 
6
3
.
 b:
 s
ra
d
d
h
e
y
a
m
 
ja
g
a
ti

m
a
ta
m
 
h
i
 p
a
n
in
i
y
a
m
)
。

五
 

バ

ー

マ

ハ
異

聞

バ

ー

マ

ハ
が
韻

律

論

を
著

し

た
事

を
、

N
a
ra
y
a
n
a

(
註

(2
聴
))
、
 R
a
g
h
a
、

v
a
b
a
tta
 (o
p
.
 cit
.)

が

指

摘

し
、

そ

の
内

容

を

現

在

詳

か
に

し

得

ぬ
事

は
逡

憾

で
あ
る
が
、
K
r
sn
a
m
a
ch
a
ria
r
 (
o
p
.
 cit
.
,
 

p
.
 
7
3
0
)
は
後
者
か
ら

の
引

用
を
示
し

て
こ
の
兩
者
が
同

一
人
物

で
あ

る
な
ら
ば
該
論
は
斯
題

に
關
す

る
極

め

て
豊
富
、

大
規
模
な
論
述

で
あ

つ
た
ろ
う

と
の
感
懷
を
漏

し
て

い
る
。

こ
れ

に
類
す
る
疑
問
と
し

て
懸
案
さ
れ
る
も

の
に
、

V
a
r
ar
uc
i
 の
文
法
書

に
註
釋

書
を
書

い
た
と
傳

え
ら
れ
る
バ

ー

マ
ハ
が
果
し
て
同

一
人
で
あ

つ
た
か
否
か
、

又
バ

ー

マ
ハ
が
修
辭
學
に
關
す
る
更
に
完
備

し
た
述
作
を
後
年
著

し
た

の
で
は

ふ
し

あ

る
ま

い
か
と
の
節

が
あ
る
。

後
者

の
疑
問

の
由
來
す

る

所

は
、

R
a
s
ik
a
ra
-

s
a
y
a
n
a
 
(c
f
.
 C
a
t
a
l
o
g
u
e
 

o
f
 S
k
t
.
 M
S
S
 
in
 
O
r
i
e
n
t
a
l
 

L
ib
ra
r
y
,

M
y
s
o
re
,
 
3
0
3
)
中
に
彼

の
名
を
冠
す

る
、
詩
論

に
含
ま
れ
る
凡
て

の
主
題
に
就

て

の
七
章
に
亘
る
入
念
な
論
述

が
あ
る
が
爲

で
あ
る
。
特
に
バ

ラ
タ

(
N
a
t
ya
-

s
a
st
ra
)
に
就

て

の
解
説

は
出
色

で
あ
る
が
、

こ
の
中
 
k
a
r
i
k
a
 

と
 
v
rtti
 の

部
分

の
問
に
は
年
代
的
に

一
線

が
劃
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
若

し
 
k
a
r
i
k
a
 

の
部

分
が
バ

ー

マ
ハ
の
筆
に
な

つ
た
と
し
て
も
 
v
rtti
 は
 
K
a
v
y
a
p
rak
a
s
a
,
 Bh
a
-

v
a
p
ra
k
a
s
a
 に
言
及
し

て
居
り
、

且

つ

M
a
la
t
im
a
d
h
a
v
a
 を
引
用
し

て
い

る
點

か
ら
推
し
、

十

二
世
紀
以
後
に
匿
名
で
執
筆
さ
れ
た

も

の

と
推

察

さ

れ

る
。

又
、
B
h
a
tt
a
n
a
y
a
k
a
 

も

亦
 
U
d
b
ha
ta
 
の
如
く

K
A
に

對
す

る
註
釋

書

を
書

い
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
と

の
疑
問
が
殘

さ
れ
る
が
、

何
れ
も

現
在
傳

う

る
資
料
を
以

て
し
て
は
俄
か
に
解
決

し
難

い
問
題

で
あ
る
。

2
 

√
b
h
a
m
 
(c
l
.
 1
,
 A
,
 怒

れ

る
、

短
氣

な

)
>
b
h
am
a
>
b
h
a
m
i
n
>

b
h
a
m
a
h
a
 (
n
e
g
a
tiv
e
 h
a
<
√
h
a
 
c
l
.
 
3
,
 
A
;
 
<
√
h
a
n
 c
l
.
 2,
 P
)
;
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の
樣

で
あ

る
。

√
b
h
a
 (
cl
.
 
2
,
 P,
 輝

く

)
>
b
h
a
m
a
>
b
h
a
m
a
h
a
 
(
e
m
p
h
a
sis
 h
a
)
.

3
 

G
o
m
in
 
は

現
今

に

於

て

竜

ベ

ン
ガ

ー

ル
地

方

に
殘

る
著

名

の
氏

族

名

4
 

e
.
g
.
 R
u
p
a
 G
o
sv
a
m
i
n
 (c
f
.
 S
.
 K
.
 D
e
:
 H
i
s
t
.
 

o
f
 S
k
t
.
 P
oe
-

tic
s
,
 
V
o
l
.
 
I
.
 
p
p
.
 25
5～

6
)
 
一
五
世

紀

末

頃

の
人
、

U
j
j
v
a
l
a
n
i
l
a
m
a
n
i

外

ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
信

仰

の
諸

作

を

著

し

た
。

ベ

ン
ガ

ー

ル

の
ヴ

ィ

シ

ュ
ヌ
派

の
改

革
者

と

し

て
著

名

で

あ

り
、

演

劇

論
 
N
a
ta
k
a
c
a
n
d
r
ik
a
 
の
外
、

詩
、

戯

曲

に
關

す

る
數

種

の
作

品

が

彼

に
歸

せ

ら

れ

て

い

る
。

G
o
sv
a
-

m
in
 
を
名

乘

る

が

印

度

教

徒

の
篤

信

者

で
あ

る
。

5
 

又
、

J
in
a
 
の
呼
稱

で

竜

あ

る
。

又
、

S
a
n
k
a
ra
 學

派

で

は
 
a
p
a
ra
m

b
ra
h
m
a
(
=
Is
v
a
ra
)
に

對

し

て
も

こ

の
呼
稱

を

附
加

す

る
事

が

あ

る
。

6
 

佛

教

言

語
哲

學

(
認
識

論

)

た

る

こ

の
説

は
、

「
語
の

意

味

上

の
機

能

、

は
、

そ

の
語
が

内

包
す

る
含

蓄

に

よ

つ
て
被

わ

れ

て

い
る
以
外

の
事

は
斥

け
ら

れ

ね

ば

な

ら

ぬ
」
と

い
う

主

張

で

あ

り
、

從

つ

て

「
牝
牛
」
な

る

語

は

牝

牛

に
關

す

る

一
切

の
含

蓄

を
肯

定

す

る

も

の
で

は

な

く
、

“
牝
牛

に

非

ざ

る

も

の
”
の

凡

て

を
斥

け

る

と

い
う

立
前

を
と

る
。

之

に

對

し

て
、

バ

ー

マ
バ
は

「
牝
牛

に
就

て
肯

定

的

に
何

物

を
も

識

る
所

が
無

け

れ
ば
、

如

何

に

し

て

“
牝
牛

に
非

ざ

る
も

の
”
を

斥

け

る
封

象

を

區

別
し

得

よ
う

か

」

(V
I
.
 17
)

と
痛

烈

な

反

問

を

加

え

て

い

る

(
c
f
.
 
K
a
n
e
:
 T
h
e
 S
a
-

h
ity
a
d
a
r
p
ana
,
 C
h
a
p
.
 I
I
,
 N
o
te
 
III
,
 p
.
 42
;
 N
a
g
.
 S
a
st
ry
:

ib
id
.
 pp
.
 10
5
-
6
)
。

7

「
こ
の
作
品
は

他
説
を
、非

難
す
る
爲

に
書

か
れ
た
竜

の
で
も
な
く
、
街

學

や
自
負

か
ら
着
手

さ
れ
た
竜

の
で
も
な

い
。
教
養
あ
り
、
知
性
あ

る
人

々
の
所
説
を
心
中

に
抱
く
事
す

ら
如
何

に
私
自
身
を
歡
喜

さ
せ
た
事

か
」

(
IV
.
 51
.
 
原
文
省
略
)
。

8
 

「
以
上
、

簡
明

に
蓮

べ
來

つ
た
が
、
更

に
入
念
な
解
説
を
試

み

る
事
は

不
當

な
負
憺
を

心
に
加
え
る
だ
け
で
あ
ら
う
し
、

そ
蜘
よ
り
は
特

に
手
を

觸
れ
ず

に
放
置

さ
れ
て
い
る

他

の
ア
ラ

ン
カ
ー
ラ
類

に
就

て
同
樣
塗
叙
述

方
法
で
紹
介
す

る
事
が
必
要

で
あ

る

と

思

わ

れ

る
」
(I
I
.
 
9
5
.
 原
文
省

略
)
。
「
以
上
、

多
く

の
ア
ラ

ン
カ
ー
ラ
に
就

て
、
私
は
他
人

の
手
に
な
る

各
種

の
論
考
を
考
慮
し
、

且

つ
自
ら

の
意
見

を
熟
慮
し
た
後
に
解

明
し
た

の
で
あ
る
」
(V
.
 6
9
.
 
a
.
 原
交
省
略
)
。

バ
ー

マ
バ
の
以
下

の
言
説

は
、
吾
人

に
バ

ー

マ
バ
以
前
に
各
種

の
修
辭
學
書

が
既
存
し
て

い
た
事

を

告
げ

る
が
、

體
系
化
さ
れ
た
獨
立
專
問
書
と
し

て
は
散

逸
し
て
現
在

に
傳

わ
ら
な

い

(
バ
ラ
タ
、

ア
グ

ニ
・
プ
ラ
ー
ナ
等

一
群

の
ア
ラ

ン
カ
ー
ラ

・

シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
濫
膓

に
就

て
は
稿

を
改

め
て
論
じ
た

い
)
。

9
 
正
確

に
は
頌
句
數

は

3
9
6
で
あ
る
が
、

2
 p
a
d
a
 を
含
む
頌
句

の
爲
、

通
算
4
0
0
と
な
る
。

(
K
A
,
 本
文
卷
末
)

11
 

但
し
、
a
b
h
ip
e
y
a
r
t
h
a
 

論

は

他

の
專
問
書

で
扱
わ
れ
て

い
る
か
ら
と

し
て
省
略
。

又
、
a
k
h
y
a
y
ik
a
 及
び
 
k
a
th
a
 の
本
質

的
相
違

に
關
す

る

論

争
が
(
先
人
學
者
問

に
於
け

る
重
要
な
論
題
で
あ

つ
た
事

を
述

べ
て

い

る
事
は
注
目

に
値
す
る
。

12
 

但
し
、
兩
者
間

に
引
か
れ
た
區
別

(
他

の
學
者

に
よ
る
)
は
無
意
味
な

り
と
し
て

い
る
點
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

13
 

P
a
ric
.
 
IV

に

て
、

語
句

・
韻
律

に
關
す

る
誤
謬
を
本
格
的

に
扱
う
。

印

度
古
典
修
辭
學
史
上

に
於

け
る
バ
ー

マ
バ

(
大

國
類
)

-85-



印
度

古
典
修
辭
學
史

に
於

け
る
バ

ー

マ
バ

(
大

類
)

14
 

h
etu
,
 su
k
s
m
a
,
 l
e
s
a
,
 

v
a
r
ta
 は
嚴

密

に

は
 
a
la
m
k
a
ra
 と

し

て
認

め

ず
、

理

由

は

そ
れ

等

の
中

に

は
 
v
a
k
ro
k
ti
 (
技

術

的

作

詩
)

の
要

素

を

含

ま

ぬ

(s
v
a
b
h
a
vok
t
i
,
 自

然

的

作

詩

)

爲

と
す

る
。

以

て
バ

ー

マ

バ
が

詩

の
本

質

を
 
v
a
k
ro
k
t
i
,
 
に
置

い
た
顴

點

を
窺

う

に

足

る

(
c
f
.
 
K
A
.

I
I
.
 3
6
3
)
。

15
 

前

註

四
形

及

び

他
學

者

に
よ

つ
て
 
a
la
m
k
a
ra
 
と

し

て
決

定

さ

れ

た

sv
a
b
h
a
v
o
k
ti
,
 as
i
s
 
の
二

形
が

言

及

さ
れ

て

い
る
事

は
、

バ

ー

マ

バ
以

前

に
組

織

化

さ

れ

た

修
辭

學

著

者

が
既

存

し
、

バ

ー

マ
バ
は

そ

の
發

展

途

上

に

K
A

を

編

ん
だ

事

が

證

さ

れ
、

重

要

な
示

唆

を
奧

え

る
。

16
 

A
l
a
mk
ara

(R
h
et
o
r
i
c
)
の
各
論

と
し

て
、

こ

の
取

扱

い
は
 D
a
n
din

(K
a
v
y
ad
a
rs
a
)

に

よ

つ

て
否

認

さ

れ

る
。

17
 

e
.
g
.
 sis
u
p
a
la
v
a
d
h
a
,
 1
.
 51
.

18
 

sr
ut
i
k
a
s
t
a
(
語

の
不
協

和

音
)
に
關

し

て

は
 1
.
 
5
3
に

て

一
度

論

ず
。

V
I

に
扱

う

教

示

は
、

單

に
語

列

の
齎

す

不

調

音

を

避

け

る

と

の
消

極

面

で

は

な

く
、

詩

的
效

果

の
完

壁

を

期

す

る

た

め

の
積

極

的
輩

靱

性

を

説

く

も

の

で
あ

る
。

V
a
m
a
n
a
 
は
 
K
a
v
y
a
la
m
k
a
r
asu
tr
a
v
r
tti
,
 V
.
 s
a
b
d
a
s
u
d
d
h
i

(a
d
h
i
k
a
r
a
n
a
)

に
於

て
、

こ

の
主

題

を

更

に
精

密

に
説

く
。

19
 

v
.
 l
.
:
 
n
i
s
e
v
a
n
a
m
 

(A
b
h
i
n
a
v
a
g
u
p
t
a
:
 

K
a
v
y
a
lo
k
a
-L
o
ca
na
)

「
立
派

な

詩

を

用

う

れ

ば

…
…
が

結
果

と

し

て
齎

さ

れ

る
」
「
立

派

な

詩

に
尊

敬

を

沸

う

事

は

…
…
」
の

意

と

な

る
。
c
f
.
 Sa
h
ity
a
d
arp
a
n
a
(
N
S

E
d
n
.
,
 
p
.
 4
 
co
m
m
.
)
。

P
r
a
t
i
h
a
r
e
n
d
u
r
a
j
a

(9
5
0

年

頃

)

の
註

釋
書

に
、

そ

の
主

要
性

の
片

鱗

を
窺

う
事

を

得
。

22
 

D
h
v
a
n
y
a
lo
k
a
 
の
引

用

(
B
o
m
b
a
y
 Ed
n
.
,
 
p
p
.
 39
,
 20
7
)

が
最

初

の
も

の
と

さ

れ

る
。

23
 

V
a
n
i
v
i
l
a
s
a
 

E
d
n
.
:
 バ

ー

マ
バ
か

ら
 
su
tra
,
 vrt
ti
 の
定

義

及

び

バ

ー

マ
バ
作

と
稱

す

る

(
K
A

中

に
は

缺
)

多

數

の
 
v
e
rse
 (
詩
論

上

の
主

題

に
關

す

る
)

を

引

用
。
 B
e
n
a
r
e
s
 E
d
n
.
:
 cf
.
 D
e
,
 p
.
 57
。

24
 

C
o
m
m
.
 o
n
 V
rt
a
r
a
t
n
a

k
ar
a
,
 
p
p
.
 5
～
6
:
 バ

ー

マ

バ
か

ら

の
長

い

引

用
、

且

つ

バ

ー

マ

バ
に
韻
律

論

の
著

作

の
あ

つ

た
事

を

指

摘
。

25
 

K
r
s
na
m
a
c
h
aria
r
(
o
p
.
 cit
.
,
 

p
p
.
 
7
3
0
～

1
)
は
、

バ
ー
マ

ハ

の
詩

才

を
示

す

好

例

と

し

て
、

II
.
 92
,
 9
4
,
 III
.
 46
,
 V,
 6
4
,
 68
,
 V
I
.
 
4
7
.
 を

展

示

し
、

鑑

賞

に
供

す
。

26
 

バ

ー

マ

ハ
に
言

及

す

る

エ
ピ

ゴ

ー

ネ

ン

の
總

覽

は
 
T
rv
e
d
i
(
o
p
.
 
c
it
.
,

In
tr
.
,
 
p
.
 22
,
 fo
o
t
-
n
o
t
e
)
參

照
。
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